国章論
スペインの国章 
河田
[image: image1.png]/»V\*‘



まず、国章の前にスペイン国旗というものの成り立ちから説明すると、スペイン国旗の赤色と黄色は過去に、イスラム勢力と、フランスの脅威にさらされたことを象徴するように、国土（黄色）を民族の血（赤色）で守るといった決意が込められている。そして、紋章には、カスチラ（カスティリャ）・レオン・アラゴン・ナバラ・グラナダといった5王国の紋章の組み合わせによって成り立っている。さらに、その脇にはジブラルタル海峡とその対岸のレオナ岬を表す、ヘラクレスの柱がおいてある。実はこのジブラルタル海峡はスペイン継承戦争のときイギリス軍に占領されてから３００年近く（未だなお）占領されている。

　では、スペインの国章の細かいところを見ていくとどうなっているかというと、上記に挙げたように、スペインの国章は5王国の紋章から成り立っている。紋章自体は、11世紀初頭に現れ、12世紀の十字軍遠征や騎乗槍試合（トーナメント）などを通じて西洋キリスト教社会に広まり、その後西洋全土に普及するようになった。元来は戦場　　　　　　（上図：スペイン５王国）
での敵・味方の識別用具であり、各自の武器、特に盾に描かれた標識であった。還元すれば盾そのものが紋章ということになる。このため、火気の発達により盾が使用されなくなった後も、紋章図形は盾形に描かれているわけである。

上記の通り、紋章の基本は盾であるが、13世紀前半から兜や兜飾りが加えられることになり、その後冠や楯持ち（サポーター）など各種アクセサリーが付加され、紋章は次第に華美になっていった。このようなアクセサリーを伴ったものを、「大紋章」と呼ぶが、アクセサリーの多くは位階を表示するため、全ての人が、これらを備えているわけではない。なお、西洋の紋章図形は（1）分割図形、（2）幾何学図形、（3）具象図形の三種とそれらの組み合わせからなっている。大概の紋章・国章は当時ひとつの図柄で構成されていたが、２つの紋章をもっとも早く組み込んだ国章の例が、スペイン国章にある、カスティリャ・レオンである。これは、カスティリャ王であり、またレオンの王権を継承したフェルディナンド３世（Ferdinand Ⅲ,king of Castile and León）の二度目の王妃ファーナのシールに見られるのが始まりである。さらに、２人の娘で、エドワード１世のお嫁に行った、エリナー（Eleanor of castile）のシールにも同様の模様が見られる。

　細かく5王国の紋章を見ていくと、まず、左上にあるお城の形をしたのが、カスチラ（カスティリャ）のものである。これは、読んで字のごとくカスチラは英語のCastle（お城）から来たものと考えられる。次に右上のライオンはというと、これはレオン（León） のものであり、なぜレオンの紋章がライオンかというと、このライオンの紋章はカンティング・アームズ（canting arms）または、allusive armsといわれるもので、図形により紋章使用者の姓を連想させたり、その姓をずばり表現した紋章、あるいはギルドなど、その職能を察知させる紋章であり、このことから言うと、ライオンの紋章だけあると、人々はレオンを連想したことになる。このレオン、７１８年にカンタブリア山脈の南側を支配した、ガルシーア1世(García 1)は首都をレオンに定めレオン王国を建設した。（紀元１０世紀）レオンの首都はかつてのローマ帝国の遺跡の上に創られた。

　そして、左下にある赤の縦線はアラゴン（Aragon）のものであり、これは、金のフィールドに赤4本のパレッツが入っている。パレッツとは、ペイルの細くなったものと考えられておりでは、ペイルとは何かと聞かれると、ペイルとはフィールド上の中央およそ1/3を縦に占める帯状の模様の事を指す。右下の鎖の紋章は、ナバル（Navarre）のものである。この模様は、Navarre Knot またはGordian Knot　と呼ばれるものであり、元はフリギアの王ゴルディウスが戦車のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ながえ),轅)をくびきに結びつけた結び目をいい、「解くことができない」を意味したが、紋章では旧スペインのナヴァール王国（Kingdom of Navarre）の名になった二重結びの鎖をさし、double knot of Navarreともいう。ちなみにナヴァールは戦いのとき、この鎖を張り巡らして勝ったことが有名である。それが国章の由来となっている。

そして最後の、グラナダは、８世紀から１５世紀（１４９２年）まで続いたレコンキスタ（国土回復運動）のイスラム勢力の最後の拠点となったところである。最後までイスラム勢力下におかれていたこともあって、ここにあるアルハンブラ宮殿（アラビア語で赤い城の意味）は末期スペイン＝イスラム文明の繊細な美しさを今に伝えている。そのグラナダの紋章は国章全体の一番下にある、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ざくろ),石榴)の模様となっている。何故EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ざくろ),石榴)なのか良くわからなかったので今後もし調べることがあったら調べてみようと思う。

　国章の両脇にあるヘラクレスの柱にかかっている、リボンに書かれている単語、これはPLUS ULTRTA(彼方へ)と書かれていると思う。たいてい紋章のこういった場所には格言やモットー・家訓などが書き込まれることが多いがこればっかりは意味がわからなかった。

　今回のテーマの中で面白かったところは、スペインの国章の中にフランス国家を示す紋章が入っていたことに尽きる。ちょうど中央に配置されている、fleur-de-lis、一般にフラ・デ・リとよばれているものである。この言葉自体がフランス語でありFLEURは“花”、DEは“～の”、LISはLYSという綴りで“ゆり”といった意味があり、全体では“ゆりの花”と訳される場合が多いが実際この模様が意味するのは、本当に植物なのかどうかわかっていない。幾何学模様という説もあれば、蟻や蜂の頭だという解釈もある。ただ現在では植物のほうに分類されている。そしてこの花がフランスを象徴するという本当の証拠は、fleur-de-lisは時にfleur-de-Luisつまり、ルイの花と呼ばれからである。ルイはあの中世フランスの中で絶対王政の体制をひいたルイ王一族のことである。 

　では、なぜスペイン国章の中にフランスの模様が入っていたのか、それは1700年スペイン王カルロス２世に子がなく、王位継承を巡って、血縁関係からルイ１４世、ドイツ皇帝レオポルト１世、バイエルン選帝侯ヨーゼフ・フェルディナンドが相続権を主張したが、スペインがフランス・オーストリアいずれにも併合されるのを恐れたイギリスとオランダ、特にイギリス王ウイリアム３世はスペイン領の分割を企てたがうまく行かず、１７００年にカルロス２世は死んだ。ルイ１４世はアンジュー公をフェリペ５世として王位につかせたが、イギリス・オーストリア・オランダが同盟を結んで戦争をした。この戦争はスペイン継承戦争といわれるもので、結果、スペイン領土とフランス領土は結合しないといった条件でフェリペ５世の王位が認められた。上にも書いてあるようにこのフェリペ５世がフランスのブルボン王朝出身である。このときから、スペインの国章にフラ・デ・リが入るようになったと考えておかしくない。現在のスペイン皇太子の個人的な紋章にもこのフラ・デ・リは描かれている。

　今回はじめて国章というものを知って調べてみたが、このように国章ひとつ取り上げても、そこからその国の歴史を感じることができるのはすばらしいことだと思った。

　参考文献・・・・世界の国旗（文学堂）　　　紋章から観るヨーロッパの歴史

　　　　　　　　　ヨーロッパの紋章（河出書房新社）　スペイン語の辞書

　　　　　　　　　紋章学辞典（大修館）　　　　　　　フランス語の辞書

　　　　　　　　　記号の辞典（三省堂）　　　　　　世界史の教科書（山川出版社）

　　　　　　　　　西洋史辞典（東京創元社）
アルゼンチンの国章
キタムラ

　南米大陸において、ブラジルに次いで第２位の国土面積を有するアルゼンチン。この国の国章で特徴的であるのは、「五月の太陽」といわれる顔のついた太陽の模様である。
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国章　　　　　　　　　　　　アルゼンチン国旗(旧政府用国旗)

この模様は、アルゼンチン国民にとっては、スペインへの反抗・抵抗の象徴として捉えられている。元々アルゼンチンという国名も、銀(argentum)からきたものなのだが、これはスペイン語を嫌って、後にも挙げるが、わざわざスペインに侵略してきたナポレオンの用いていた、ラテン語で表したものなのである。こういった感情を理解するためには、この国の歴史についての知識が必要とされるのは言うまでもない。

　1516年、スペイン人であるフアン・ディアス・デ・ソリスがラプラタ川流域を探索し、そこで会った原住民が銀の装飾具を身につけているのを見て、彼はそこに大量の銀があると誤解した。ちょうどその時、スペインではグラナダを陥落し、国土回復運動(レコンキスタ)を終えた直後で、多くの軍人が失職していた上、エルドラド(黄金郷)伝説も重なって、この地帯は彼らにとってとても魅力的に見えたのだろう。多くの失職兵士が一攫千金を狙って新大陸に渡っていった。1536年の2月には、ペドロ・デ・メンドーサが現在のアルゼンチンの首都であるブエノスアイレスを建設、それに伴って1553年にペルーから来たスペイン人侵略者がサンティアゴ・デル・エステロを、1573年にはアスンシオン入植者であったフアン・ド・ガライがサンタフェをと、次々に大都市が建設されていった。そしてその植民地にスペイン国王の分身として副王が君臨し、スペイン人を頂点に置いた人種別身分社会を形成、支配が進んでいくことになる。

　18世紀初頭までのアメリカ大陸はヌエバ・エスパーニャ副王領とペルー副王領に二分されて統治されていた。現在のアルゼンチンにあたるラプラタ川流域は後者に統治され、1776年にはラプラタ副王領として分離する事になる。

　1806年、イギリスがラプラタ地方に侵入・侵略を企てた。これは失敗に終わったのだが、これを防いだのは副王軍ではなくクリオーリョ(植民地生まれの白人)中心の民兵組織であったことが、当時の副王の力の弱さを露呈する事になった。その二年後の1810年、本国スペインはナポレオンの侵略を受け、本国と植民地は無政府状態に陥る事になる。この二つの出来事が重なって、その年の5月、クリオーリョ達は政務委員会を設立し副王を追放、独立義勇軍が支配者スペインに対して戦闘を開始した。ラプラタ地域独立運動の始まりである。その6年後にはラプラタ地域の各地方は「ラプラタ諸州連合」として独立を正式に宣言した。

　その後、この連合はペルー副王軍による再征服の危機に晒され、それを退けていったが、これ以降はあまり本題と関係が無いので割愛する事にする。

　これまでの記述で理解していただけたと思うが、当時のラプラタ副王領が、ラプラタ諸州連合へと独立を遂げていくきっかけとなった、義勇軍の蜂起が起こった日の太陽を記念したものが「5月の太陽」なのである。(ちなみに、「5月の太陽」には32本の光線が描かれている。なにやら意味ありげな数字だが、これには全く意味が無いそうだ)

　他に、国章中に描かれている握手をしている手は、ラプラタ諸州の団結を示し、平和を示す赤い帽子を槍に引っ掛ける事により、たとえ戦っている時でさえも平和を抱き続けるという決意を示している。

　隣国のウルグアイも、国旗と国章に「5月の太陽」を、国旗には白と青というアルゼンチン国旗と同じ配色を採用している。これは、アルゼンチンで独立運動が起きた時、この地域の実力者アルティガスはその呼びかけに応じなかったため、アルゼンチンはバンダ・オリエンタル(現在のウルグアイに当たる地域)を除いて、前述のように1816年ラプラタ諸州連合として独立することを宣言した。しかし独立宣言後のアルゼンチンは、政治路線の違いから国内が二派に分れて抗争し1820年には中央政府が存在しないという状況に陥った。そこで、以前からこの地を狙っていたポルトガル(ブラジル)はバンダ・オリエンタルを攻め1821年自国に併合、翌年ブラジルが独立するとこの地域をブラジルの一部としたのである。しかし、当然ながらアルゼンチンはこの併合を認めなかった。1825年8月、バンダ・オリエンタルがブラジルからの独立とアルゼンチンへの帰属を宣言すると、アルゼンチンの議会は10月に自国への編入を正式に宣言した。ところがこれに激怒したブラジルは同年12月アルゼンチンに宣戦布告、戦争は3年続いた後イギリスの調停により和睦が1828年8月に成立。この結果バンダ・オリエンタルは両国の緩衝国として独立し、ウルグアイ東方共和国となったのである。アルゼンチンはウルグアイにとって、ブラジルから自国の独立を勝ち取った時に、その闘争を支援してくれた国なのである。ウルグアイは謝意を示すために、同じ「5月の太陽」を採用したのだ。
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パラグアイの国章
アッカム

パラグアイの国旗は表と裏のデザインが異なっていることで有名です。どちらも赤・白・青の横三色旗ですが、中央に描かれている紋章は表がパラグアイの国章、裏は国庫のマークになっています。国章の中央には独立した1814年5月14日を記念する「5月の星」が描かれ、それをオリ－ブと椰子の葉が取り囲み、さらにその外側の赤地の円環に黄色く「パラグアイ共和国」とスペイン語で記されています。一方国庫のマークには「自由の帽子」を守るライオンが左向きに描かれ、その外側に「自由と正義」というモットーが書かれています。この「自由の帽子」はローマ時代、解放された奴隷が解放儀式の際かぶった帽子に由来するといわれ、フランス革命の象徴ともなりました。それがラテン・アメリカ諸国の独立運動の際取り入れられたもので、そのほかハイチの国章にもこの帽子が描かれています。これらの紋章は1990年に改定されたため、国旗にも変更が加えられました。旗の色の意味は、赤が愛国心・英雄的行為・平等・正義、白が純潔・堅固・統一・平和、青が愛情・知識・真理・自由を表しています。もちろん色からしてフランス国旗の影響を受けていることはお分かりと思います。縦横の比率は３：５です。大統領旗は青地の中央に国章を置き四方に五稜星を配したもので、これも国章改定の際に変更されていますが、画像集には1990年以前のものを掲載してあります。海軍の艦首旗は白地に青と赤の聖アンドリュークロス（Ｘ十字）を描き、その中央に国章にもある「5月の星」を置いたもので縦横の比率は１：１の正方形になっています。

パラグアイは、スペイン統治下ではアルゼンチン・ウルグアイなどとともにラ・プラタ副王領に属していました。1811年5月14日、独立派のクリオーリョ（植民地生まれのスペイン人のこと）たちによってスペインに対する蜂起が起こり、翌15日事実上の独立宣言を行ないました。欧米の旗章文献によると、青地の左上に白い六稜星が描かれたものが最初の国旗として5月15日から６月６日まで使用され、６月17日から８月15日までは青・赤・黄の横三色旗が使われたということですが、縦横の比率はよく分っていません。1812年から1826年までは赤・白・青の紋章なしの横三色旗が使用されました。1814年から1840年まで「終身最高統領」としてパラグアイに君臨したホセ・ガスパール・デ・フランシアは1826年国旗を変更しましたが、この国旗についてもよく分っていません。

彼の死後1842年にパラグアイの国旗は、表裏のデザインが違う現在のスタイルに決まりました。1842年から1967年まで使われたものは縦横の比率が333：500（ほぼ２：３）で、国章の中の「5月の星」は光線に包まれ、オリ－ブと椰子の葉は国旗のリボンで結ばれています。また国名は白い円の中に黒字で書かれています。国庫のマ－クのライオンは右向きで「平和の草」に座っていますし、「自由と正義」の文字は黒、現在は書かれていない国名も黒字で書かれています。この1842年の国旗にある国章及び国庫のマ－クは1990年まで変更されませんでしたが、途中旗の縦横の比率は2回変更されていて、1967年から1988年までは１：２1988年から1990年までは３：５になっていました。
パラグアイ共和国国旗 表面　　　　　　　        　　　　　　　 裏面
メキシコの国章
もっち

メキシコの国旗は緑・白・赤の縦三色旗で、まんなかの白い部分に国章がつけられており縦と横の比率は４：７となっています。現在の旗は1968年メキシコ・オリンピックの際国章が修正されて以来使用されているものです。この年までメキシコの民間用海上旗(商船旗)には国章がついておらず、イタリアの国旗と同じで紛らわしかったのですが、商船旗にも国章をつけることになり長年の懸案が解決されました。さて国旗の色の意味ですが、緑は希望を、白は統一・純粋を、赤は英雄達の血をあらわしているといわれます。しかし別の意味付けも存在しています。国章は何度か変更されましたが基本的には蛇をくわえた鷲がサボテンに留まる姿を描いています。この紋章にはメキシコ市建設にまつわる有名ないわれがあります。アステカ帝国を築いたアステカ族がかつて北方を流浪していた時、軍神ウィツィロボチトリが告げることには「蛇をくわえた鷲がサボテンに降り立っている都を定めよ。その地こそアステカ族が繁栄する約束の地となろう」その後長い旅の果てにテスココ湖畔で、鷲が蛇をくわえてサボテンに留まっている地を発見しました。これは1334年頃のことだと伝えられています。この場所がアステカ帝国の首都ティノティトラン(現在のメキシコ市)で、この言い伝えをメキシコの国章は物語っているのです。

アステカ帝国は繁栄をとげましたが、1521年スペインのコルテスによって征服されます。一説にはアステカの皇帝は、1521年にウィツィロボチトリに対抗する文化神ケツァルコアトルがアステカを滅ぼしにやって来るという予言を信じ、コルテスをケツァルコアトルだと思いこんでいたとも言われています。スペインの支配は以後約三百年続くのですが、19世紀初頭の国民主義思想のたかまりとともに独立運動が起こります。

1810年9月16日、ドローレスの教会神父ミゲル・イダルゴは信者のインディオ（アメリカ大陸の先住民）達とともに「聖母グアダルーペの旗」を掲げて独立運動を起こします。スペイン支配以前インディオは独自の宗教を信じていたのですが、スペインはこれを禁止し聖母を信仰するようにしむけました。彼らは次第にカトリックに改宗しその崇拝の対象になったのが聖母グアダルーペだったのです。イダルゴが1811年に処刑された後、ホセ・マリア・モローレス神父が革命を指導します。彼が使った旗は空色と白でこれには鷲が描かれています。空色はアステカ最後の皇帝モンテスマの色として広く知られていました。メキシコ最初の正式国旗は1815年7月14日に制定されました。白・青・赤の縦三色旗で鷲とサボテンを組み合わせた紋章が描かれていたそうですが、紋章についての記録が残っておらず、詳細はよくわかっていません。

1821年9月21日メキシコは共和国として独立宣言しました。11月2日の臨時政府最高会議は「国旗は三色とし、いつの場合にも緑・白・赤の三色を縦筋にし、白の部分には鷲を表示する」よう命令を下しました。これが現在のメキシコ国旗の原型になっています。1822年5月大統領イトゥルビテはみずから皇帝に即位します。この時の国章では蛇は取り除かれ鷲には王冠がかぶせられていました。彼の帝国は1823年に終わり共和制に復帰します。国章および国旗も変更され、王冠をはずして蛇を復活し、月桂樹と樫の枝が付け加えられました。その後サンタ・アナ時代にはテキサス共和国が分離独立するなど失政が続きますが、再び帝国に復活したマキシミリアン時代を除き、現在まで共和制を維持して、現在に至っています。国旗は国章の変更に伴い何度か改定されています。
5月の太陽




















